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諸言 

導電性高分子は，低い熱伝導性をもち，柔軟

性に優れ，資源豊富で非毒性元素から成り，素

子の大面積化も容易であるなどの利点を有す

る．本研究では環境発電技術への応用を目指し，

有望な熱電材料であるポリチオフェン系導電

性高分子（PEDOT:PSS）による熱電素子の試

作を行い，その出力特性を評価した. 

実験方法 

熱電素子は P 型の PEDOT:PSS と Ag 電極か

ら成り，温度差が面直方向(面直素子) と面内

方向(面内素子)となる 2タイプをポリイミド基

板上に作製した. PEDOT:PSS の製膜は原料溶

液をキャストする方法により行った.金属電極

は銀ペーストの印刷により作製した.面直・面

内素子の出力特性を計算した. 作製した熱電

素子の出力特性を自作装置によって測定した. 

結果と考察 

PEDOT:PSS 膜の室温付近のゼーベック係数

と導電率はそれぞれ約 14 μV/Kと約 600 S/cm

であり，導電率は膜厚が減少すると高くなる 1)．

Fig.1 に面直・面内素子（断面積 A，膜厚 t，素

子対数 N）における PEDOT:PSS の膜厚と出力

の関係の計算結果を示す.面直素子では Ag 電

極の抵抗が高く PEDOT:PSSの抵抗は低いので，

出力は膜厚にほとんど依存しない.一方，面内

素子では内部抵抗に占める PEDOT:PSSの抵抗

は高く，導電率の膜厚依存性から，膜厚 10 m

前後で出力が高い. 

Fig.2に膜厚 10 mのときの面直・面内素子

の出力特性を示す.面直素子は面内素子に比べ

て低い温度差で高い出力が得られる.これらの

結果を踏まえて面内 5対，面直 7対の素子の試

作を行った.特性の詳細は当日報告する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    Fig.1. Power vs. thickness. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Fig.2. Power vs. temperature difference. 
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